
一
般
会
計
歳
出
の
特
徴 

お
も
な
予
算
内
容

お
も
な
予
算
内
容 

お
も
な
予
算
内
容 

平成19年度の新事業 平成19年度の新事業 

　
平
成
１９
年
度
に
実
施
さ
れ
る
お
も
な
新
規
事
業
で
す
。 

　
勝
山
市
は
、
ふ
る
さ
と
勝
山
の
「
復
興
」、「
再
生
」
を

め
ざ
す
『
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
を
基
本
理
念
に
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
5
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。 

市民が参加する２１世紀の夢のあるまちづくり 
・福井県立大学とのまちづくりに関する共同研究 

・“ありがとうメッセージ”の募集　　　　　　　 

・戸籍業務の電算化（総事業費5年間108,000千円）　 

【６００千円】 

　【４６３千円】 

【２,７０５千円】 

少子・長寿化に対応した人にやさしいまちづくり 
・宿泊体験型の若者出会いイベントの開催 

・3歳未満児への児童手当支給額の加算 

・幼児を対象とした発達相談会を開催 

・幼児教育・保育支援事業（カウンセリングや研修会など） 

・成器南児童教室で放課後児童クラブを新設 

・荒土児童ホールの増築工事 

・市営温水プールにて水中運動教室の開催 

【２２２千円】 

【２１,７９０千円】 

【６２千円】 

【８６２千円】 

【６,８８５千円】 

【２０,４００千円】 

【２,７３９千円】 

誰もが学ぶ心が通う 
ふれあいのまちづくり 

産業とまちのにぎわいなど 
若者に魅力あるまちづくり 

環境に配慮した誰もが住みたくなる 
安全なまちづくり 

・教育相談事業（特別支援相談など） 

・地域に根ざした開かれた学校づくり 

 

・中学校のコンピュータ更新 

・中部中学校耐震補強・実施計画の作成 

 

・放課後子どもプランの推進 

・幼稚園給食の推進 

・猪野瀬公民館のトイレ改修 

・平泉寺菩提林内の石畳道一部修復 

 

・「霊峰白山と山麓の文化的景観」の 

　世界遺産登録の推進 

・育英資金の 

　入学一時金貸付制度の導入 

【８８千円】 

 

【９００千円】 

【４,０４３千円】 

 

【２,２５０千円】 

【１１,７２２千円】 

【１,２５９千円】 

【４,５００千円】 

 

【３,５００千円】 

 

【１,６６４千円】 

 

【７,０００千円】 

 

・水田営農条件整備事業 

・食育推進計画の策定、食育の推進 

・農地・水・環境向上対策支援事業 

・南部第2､東部地区土地改良事業計画書作成 

【１,４０２千円】 

【３１４千円】 

【１２,８５５千円】 

【１,１４７千円】 

・平泉寺荘前にバス待合所を整備 

・かつやまをきれいにする運動の推進 

・凍結防止剤散布車の整備 

・弁天緑地に照明装置を設置 

・長山公園グラウンドのリフレッシュ 

・高規格救急自動車等の整備 

・鹿谷地区簡易水道統合整備 

・伊知地、坂東島地区の 

　　　農業集落排水施設整備に向けた測量調査等 

【１,５００千円】 

【４３７千円】 

【１７,９５３千円】 

【５,０００千円】 

【７２,０００千円】 

【３０,６３４千円】 

【８２,６６５千円】 

 

【４０,４００千円】 
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■
義
務
的
経
費

前
年
度
比
2
・
3
％
増
と

な
り
、
ま
た
、
構
成
比
も
４９
・
１
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
人
件
費

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
一

般
職
員
を
減
員
し
た
も
の
の
、
本
年
は
選

挙
執
行
費
の
報
酬
な
ど
が
多
額
と
な
り
、

人
件
費
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
公
債
費

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
元
金

償
還
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
4
9
0
5

万
4
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
扶
助
費

児
童
手
当
の
拡
充
な
ど
に
よ

り
、
6
0
5
5
万
3
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
投
資
的
経
費

前
年
度
比
１３
・
4
％
減
の

緊
縮
型
と
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
旧
機
業
場

の
保
存
活
用
や
ま
ち
な
か
整
備
を
推
進
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
に
2
億
3
0

0
0
万
5
千
円
、
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く

「
道
整
備
交
付
金
事
業
（
林
道
分
）」
に
5
3

7
9
万
円
、
国
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内

「
史
跡
等
公
有
地
化
事
業
」
に
4
5
0
0
万

9
千
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
7
2
0
0
万
円
を
か
け
て
長
山
公
園

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
経
費

○
物
件
費

選
挙
執
行
費
や
嘱
託
職
員
な
ど

の
賃
金
見
直
し
な
ど
で
増
額
し
て
い
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
補
助
費
等

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
負
担
金
が
、
2
8
4
7
万
4
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
清
掃
費
関

係
で
減
額
と
な
り
、
全
体
で
前
年
度
比

4
・
5
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
繰
出
金

特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金

は
、
全
体
で
6
・
5
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
介
護
保
険
会
計
で
前
年

度
比
5
3
5
万
8
千
円
増
額
の
3
億
2
8

8
8
万
７
千
円
、
指
定
管
理
者
に
移
行
し

た
温
泉
セ
ン
タ
ー
会
計
へ
の
繰
出
金
は
皆

減
、
下
水
道
会
計
で
は
１
億
6
9
3
万
3

千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
充
実

成
器
南
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
、

新
た
に
児
童
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
ま
す
。
平
泉
寺
児
童
館
や
成
器

南
児
童
教
室
を
含
め
、
全
小
学
校
9
校
下
１０

カ
所
で
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
取
り
組

み
、
放
課
後
児
童
の
総
合
的
な
健
全
育
成
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
な
配
慮
を
要
す

る
幼
児
・
児
童
に
対
応
す
る
職
員
を
対
象

に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
園
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
保
育
料
月

額
表
を
改
定
し
、
全
階
層
区
分
で
月
額
１
0

0
0
円
の
減
額
を
実
施
し
、「
第
3
子
以
上

乳
幼
児
育
成
奨
励
金
事
業
」
や
「
乳
幼
児
健

康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
」
な
ど
の
子
育
て

支
援
施
策
を
継
続
し
ま
す
。

中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
2
0
台

を
更
新
し
、
2
園
と
な
っ
た
市
立
幼
稚
園
で

は
3
歳
児
か
ら
の
受
け
入
れ
と
学
校
給
食
配

達
に
よ
る
食
育
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

◆
健
康
長
寿
の
推
進

「
長
山
公
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

で
あ
る
弁
天
緑
地
に
照
明
設
備
を
増
設
し
ま

す
。市

営
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し
、
水
中
運
動

教
室
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者

の
総
合
的
な
介
護
支
援
・
介
護
相
談
な
ど
に

あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
ぐ
る
み
雪
下

ろ
し
事
業
」
な
ど
の
福
祉
施
策
は
、
昨
年
の

税
制
改
正
で
課
税
世
帯
と
な
っ
た
高
齢
者
世

帯
が
助
成
対
象
世
帯
と
な
る
よ
う
経
過
措
置

を
継
続
し
ま
す
。

◆
定
住
環
境
の
充
実
と
ま
ち
な
み
整
備

定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
住
宅
取

得
助
成
制
度
（
定
住
化
促
進
事
業
）
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
新
た
に
3
年
間
実
施
し
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
で
は
、
旧

機
業
場
の
整
備
と
ま
ち
な
か
散
策
ル
ー
ト
の

整
備
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
泉
寺
の
史
跡
整
備
関
連
で
は
、
史
跡
整

備
の
実
施
設
計
、
石
畳
道
の
整
備
、
公
有
地

化
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
泉
寺

旧
境
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
区
内
市
道
の

拡
幅
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

団
塊
世
代
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る

た
め
、「
あ
な
た
を
活
か
す
ふ
る
さ
と
づ
く

り
事
業
」
を
充
実
し
ま
す
。

◆
安
全
･
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

救
急
業
務
の
高
度
化
を
促
進
す
る
た
め
、

高
規
格
救
急
車
１
台
を
増
強
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
地
域
ぐ
る
み
の

避
難
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
ほ
か
、
相
続

放
棄
さ
れ
た
不
在
家
屋
対
策
の
法
手
続
き
な

ど
に
も
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
路
の
安

全
確
保
な
ど
に
小
型
道
路
照
明
の
設
置
を
継

続
す
る
ほ
か
、
女
性
交
通
指
導
員
の
制
服
等

を
整
備
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進

し
、
水
洗
化
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
伊

知
地
・
坂
東
島
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施
設

整
備
に
向
け
て
新
た
に
調
査
設
計
業
務
に
着

手
し
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
鹿
谷
地
区

簡
易
水
道
を
上
水
道
事
業
会
計
に
経
営
統
合

す
る
た
め
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
農
林
業
・
地
場
産
業
な
ど
の
支
援

制
度
を
充
実
し
た
工
業
振
興
助
成
金
制
度

に
よ
り
、
企
業
誘
致
と
既
存
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
産
業
振
興
戦
略
会
議
を
継
続

し
て
行
い
ま
す
。

北
部
・
北
部
第
2
地
区
な
ど
の
土
地
改
良

整
備
事
業
と
、
南
部
第
2
・
東
部
地
区
に
お

け
る
新
規
事
業
採
択
に
向
け
た
県
営
事
業
負

担
金
を
大
幅
に
増
額
し
、
農
業
生
産
の
た
め

の
環
境
基
盤
整
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
」
を
継
続

し
、
農
地
・
用
水
な
ど
の
農
村
環
境
向
上
を

図
る
た
め
、「
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策

支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
や
ア
ク
セ
ス
林

道
を
整
備
す
る
里
山
エ
リ
ア
再
生
交
付
金
事

業
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
文
化
・
観
光
振
興
・

ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

「
霊
峰
白
山
と
山
麓
の
文
化
的
景
観
」
の

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
、
他
の
自
治
体

と
連
携
し
、
新
た
に
推
進
事
業
を
展
開
し
ま

す
。「
か
ち
や
ま
夏
物
語
」
な
ど
を
継
続
す

る
ほ
か
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
「
年
の
市
」

へ
の
補
助
金
も
増
額
し
ま
す
。


